
　「創造」概念をめぐって
� 事業局長　水　島　尚　喜　
　先日、勤務先の大学で「創造性」をめぐるシンポジウムがあり、脳科学者の小泉英昭氏のお話を伺
う機会を得ました。氏は、その中で神経科学のいくつかの実験内容を紹介されました。例えば、生ま
れてしばらくした子猫に眼帯をかけて数週間片目を覆うと、失明してしまうそうです。また、縦縞し
か見えない環境で育てた子猫は、縦縞は見えるが、横線は見えなくなってしまうそうです。近年の脳
科学では身体的な感性について、このような「臨界期」があることが徐々に明らかになりつつあります。
以前、この巻頭言でご紹介したハーローのアカゲザルの実験群からも同様の推論が成り立ちます。（た
だし、エートスの問題があることは、指摘した通りです。）このような動物実験のみならず、赤ちゃん
から幼少期に派生する感覚性は、イメージを生み出し、人間の創造力の原点となっているということが、
エビデンスベースで証明されようとしているという内容が、とても印象的でした。
　他方、物質的世界に生きる人間存在の在り様を省みるまでもなく、子供期に触知可能な世界を感知、
認識、操作、創造する活動の重要性は、今日のデジタル社会の中で、その重要性が一層増しています。
そこから、感情や情操の教育もスタートしなければなりません。改正教育基本法以来、創造性の育成
は全教科で強調されるようになりました。しかし、ここで立ち止まって考えてみる必要がありそうです。
ロマン主義的な創造概念ではなく、「リアルな創造のプロセス」についてです。子ども達は物質的な世
界に生を受け、そこに自分自身の生きる場を形成します。造形教育では、能動的に自己の感覚性を発
揮しながら、身を直接的に、物質的な世界と重ね合わせながら一人一人の子供達が、主体的に創造す
ることに価値を置きます。皮膚感覚やマテリアルに派生する触覚的な感性、モノ世界の属性としての色、
形等、さらにはそれらから派生するイメージ形成について造形教育は、多くの発言すべき内容がある
ことを、強く認識した次第です。
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公益社団法人　日本美術教育連合主催講演会

新学習指導要領とこれからの図画工作科、美術科

講師：岡田京子先生（文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官）
　　　東良雅人先生（文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官）
日時：平成29年４月23日（日）15：00 ～
場所：聖心女子大学宮代ホール
司会：大坪圭輔

　平成29年４月23日、聖心女子大学宮代ホールにおいて、第７回定時総会終了後、岡田京子、東良雅
人両教科調査官をお招きし、「新学習指導要領とこれからの図画工作科、美術科」と題する講演会を開
催いたしました。新学習指導要領についての理解を深め、これからの授業実践についての研究、準備
に取り組む契機となりました。

■岡田京子　文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
　答申では、よりよい学校教育を通じてよりよい社会をつくるという目標を共有し、社会と連携・協
働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む「社会に開かれた教育課程」の実現
のために必要な点を示し、「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」さらに「子
ども一人一人の発達をどのように支援するか」「何が身に付いたか」「実施するために何が必要か」と
いう点で改善することが求められた。
　今回の改訂では、知・徳・体にわたる「生きる力」を子供たちに育むために、全ての教科等の目標
及び内容を「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの
柱で再整理し、育成を目指す資質・能力を明確にした。特に複数の教科を指導される先生が多い小学
校では、教育課程全体を見つつ、それぞれの教科等の指導を充実することにつながると考えられる。
　図画工作科の教科の目標では、図画工作科の特質に応じた物事を捉える視点や考え方である、「造形
的な見方・考え方」を働かせ、生活や社会の中の形や色などと豊かに関わる資質・能力の育成を目指
すことを示した。図画工作科の「造形的な見方・考え方」は、「感性や想像力を働かせ、対象や事象を、
形や色などの造形的な視点で捉え、自分のイメージをもちながら意味や価値をつくりだすこと」である。
学年の目標も同じように三つの柱で整理している。
　（１）「知識・技能」に関する目標では、前半が「知識」、後半が「技能」に関する目標であり、〔共
通事項〕アに対応している。「技能」については「Ａ表現」（２）ア、イに対応している。（２）「思考
力、判断力、表現力等」に関する目標は、「Ａ表現」（１）ア、イと「Ｂ鑑賞」（１）ア及び〔共通事項〕
（１）イに対応している。（３）「学びに向かう力、人間性等」に関する目標では、つくりだす喜び、感性、
楽しく豊かな生活を創造しようとする態度、豊かな情操について示している。教科の目標（１）、（２）、
（３）には「創造」と示し、図画工作科の学習が造形的な創造活動であることを示している。
　内容は「Ａ表現」「Ｂ鑑賞」及び〔共通事項〕とも、三つの柱に沿った資質・能力の整理を踏まえ、
構成し直した。「Ａ表現」では、「思考力、判断力、表現力等」と「技能」の観点から整理して示し、
造形遊びをする活動と絵や立体、工作に表す活動の指導事項の違いを明確に示した。「Ｂ鑑賞」では、「思
考力、判断力、表現力等」の観点から整理して示した。〔共通事項〕では、「知識」と「思考力、判断力、
表現力等」の観点から整理して示し、さらに内容の取扱いに、〔共通事項〕ア（知識）の指導に当たっ
ての配慮事項を示した。
　構造は、資質・能力の整理を踏まえ、今回大きく変わった。「Ａ表現」には（１）と（２）の二つの
項目を設けているのは、現行の学習指導要領と同じであるが、今回の改訂では、（１）は、「Ａ表現」

教育講演会
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を通して育成する「思考力、判断力、表現力等」として、発想や構想に関する項目、（２）は、「Ａ表現」
を通して育成する「技能」に関する項目という構成とした。内容の取扱いにおいて、個性を生かした
内容の取扱い、児童の思いを大切にした指導、互いのよさや個性など認め尊重し合うようにする指導
などを示した。子供たちの学習の質を捉える目をもち、子供をしっかり受けとめながら指導すること
が大切である。

■東良雅人　文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
　中学校は義務教育最後の段階として、社会に出ていく子どもたちにしっかりとした力を育てる責任
がある。答申にも示されているように、社会に開かれた教育課程の実現を重視し、美術の関係者だけ
が理解できる美術の学習であってはならない。社会と向き合い自ら道を切り開いて行く資質・能力と
は何かを明らかにし、学校教育の内容が社会と共有されていくことが肝要である。必修教科の美術と
して目標の趣旨を理解するとともに、この中でどのような授業を実践していくのか、今回の改訂の次
期の改訂も見据えて、資質・能力の育成を目指した美術の学びについて考える必要がある。今回の新
学習指導要領は学習の全体像を示す「学びの地図」であり、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現
力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱で整理することで他教科の理解も深まるようになった。
答申には現行学習指導要領における成果が示されており、その更なる充実が求められ、高等学校にお
いても〔共通事項〕を設定する方向で検討が進んでいる。
　現行学習指導要領の目標の文章は一文で示されているが、今回は三つの柱で整理されている。これ
をそれぞれの要素として理解するだけではなく、三つが連動するイメージで理解することが重要であ
る。例えば人に中学校美術科で何を学んだかと尋ねると、ポスターや木彫などやったことは言えるが、
どのような学びがあったかは答えられないことが多い。作品を制作するだけで中学校の三年が終わっ
ていないだろうか。一人一人の生き方や日常生活の中で美術の働きを生かすことのできる様々な学び
の扉との出会いが大切である。内容構成としては全体として美術で育むべき資質・能力を一層明解に
するとともに、各学年の「３内容の取扱い」を新設し、それぞれの学年の学びを明示した。「造形的な
見方・考え方」については、「学びの地図」を渡すだけではなく、その使い方を知っていることが重要で、
学んだ資質・能力を生徒が活用していけるようにすることが肝要である。
　「第１目標、（１）」では、前半が知識を後半が技能に関することを示している。「知識」については、
〔共通事項〕に示し、さらに「内容の取扱い」において配慮事項を具体的に提示している。これらは「生
徒が造形を豊かに捉える視点をもてるように」することが重要であって、「実感的に理解できるように
すること」を目指している。単なる暗記としての知識ではないことに留意してほしい。また、〔共通事項〕
のアを「木を見る視点」とするならばイは「森を見る視点」と言えるものとなっている。
　「第１目標、（２）」は「思考力、判断力、表現力等」を示しているが、「主題を生み出し豊かに発想
し構想を練る」表現にかかわる部分と、「美術や美術文化に対する見方や感じ方を深める」鑑賞にかか
わる部分から成り、その前文の「造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きについて考
える」は、「発想や構想に関する資質・能力」と「鑑賞に関する資質・能力」の双方に重なる資質・能
力を示している。「Ｂ鑑賞」おいても資質・能力を育成することを一層明確にし、「Ａ表現、（１）、ア」
の「絵や彫刻などに表現する活動」が、「Ｂ鑑賞、ア、（ア）」と、「Ａ表現、（１）、イ」の「デザイン
や工芸などに表現する活動」が「Ｂ鑑賞、ア、（イ）」と関連するようにわかりやすく整理した。そして、
「第１目標、（３）」が「学びに向かう力・人間性等」を示している。また、「言語活動」については、「３
内容の取扱い、（２）」に示し、鑑賞だけではなく表現においても充実を図ることとした。
　今回の改訂は、全体として、子ども達の豊かな資質・能力を伸ばすことを主眼としている。学ぶ存
在としての子ども達であるとの理解の上に、学びは創造活動の全過程にあり、子どもの行為をしっか
りと受け止め、子どもの学びを見とることが大切である。

（文責　大坪圭輔）
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公益社団法人　日本美術教育連合

平成 28 年度　事 業 報 告
平成28年
　４月24日（日）	 第６回定時総会及び講演会開催　会場：聖心女子大学400番教室
	 　　講演　「これからの美術教育の在り方を考える
	 　　　－中央教育審議会教育課程企画特別部会の審議などから－」
	 　　　三浦浩喜先生　福島大学理事・副学長
	 　　　　　　　　　　中央教育審議会教育課程企画特別部会委員
	 　　［総会］全議案承認
	 　　［講演］参加者　約110名
	 第１回理事会開催（役員人事について）会場：聖心女子大学
　５月13日（金）	 事業局主催「造形・美術教育力養成講座〈第Ⅴ期〉」準備会開催
　６月	 日本美術教育連合ニュースNo.147発行
　６月19日（日）	 第２回理事会・第１回運営委員会開催　会場：東京家政大学
　８月22日（月）	 造形・美術教育力養成講座〈第３期全８回〉開催　会場：聖心女子大学
　　～23日（火）	 　・海外美術教育ワークショップ　受講者20名
　８月28日（日）	 第３回理事会・第２回運営委員会及び論集編集委員会開催
	 　会場：東京家政大学
　９月	 日本美術教育連合ニュースNo.148発行
　10月16日（日）	 第50回日本美術教育研究発表会開催　会場　東京家政大学
	 　・発表者34組42名　参加者112名
	 　・第50回記念式典及び同懇親会開催　懇親会出席者63余名
	 会計監査（前期）　北澤俊之監事、宮坂元裕監事　場所：東京家政大学
　11月20日（日）	 第４回理事会・第３回運営委員会及び論集編集委員会開催
	 　会場：東京家政大学
　12月４日（日）	 第５回理事会・第４回運営委員会及び論集編集委員会開催
	 　会場：東京家政大学

平成29年
　１月22日（日）	 第６回理事会・第５回運営委員会及び論集編集委員会開催
	 　会場：武蔵野美術大学新宿サテライト
	 造形・美術教育フォーラム
	 　「中教審答申を読む－美術教育連絡協議会提言書－」開催　会場同上
	 　・小野康男先生　大橋功先生　司会：大坪圭輔
	 　・参加者約60名
　２月	 日本美術教育連合ニュースNo.149発行
	 　・第７回定時総会開催の告知
　３月12日（日）	 第７回理事会・第６回運営委員会開催　会場：東京家政大学
	 　・総会議案の審議
　３月31日（金）	 日本美術教育研究論集2017No.50　発行
　４月８日（土）	 会計監査（後期）　北澤俊之監事、宮坂元裕監事　会場：本郷事務所
	 理事会構成員への監査報告及び第７回定時総会議案の配信及び最終確認

− 4 −



− 5 −



− 6 −



− 7 −



− 8 −



− 9 −



第４期　活動方針　平成28年度中間報告

１．活動を円滑に行うに必要な収支の安定、拡大を検討する。

　　・検討継続中であるが、会員数は少数ながら増加した。今後さらに会員募集の広報を強化する。

２．�学習指導要領改訂期にあることなどを考慮し、会員をはじめとして社会にとってより有益な情報

の発信を強化する。

　　・�新たなホームページを立ち上げるとともに、ニュースの内容の充実を図った。今後はホームペー

ジのコンテンツの拡充を図る。

３．�「美術教育連絡協議会」の参加団体と共同し、図画工作科・美術科における学習の重要性を社会向

けて主張する。

　　・�美術教育連絡協議会で積極的に連合としての役割を果たし、平成27年度の要望書に続いて、本

年度は提言書を文部科学省に提出した。また、本要望書に基づいたフォーラムを開催した。

４．美術教育関係諸団体との情報交換、協調、協力関係を強化する。

　　・�美術教育連絡協議会においては、協議会の確認に基づき、関係団体との協力関係を維持発展さ

せる。

５．日本美術教育研究発表会の拡充を進める。

　　・�本年度は50回記念という節目の発表会であり、発表者及び参加者共に増加した。公益事業とし

ての研究発表会であると意義を広報し、さらなる発表数の増加を目指すとともに、その質を担

保する方法についても検討を進める。

６．造形・美術教育力養成講座の拡充を進める。

　　・�第３期となり夏の研修講座として定着してきている。時代性と教育現場の実情を俯瞰した養成

講座の開発と広報を一層進めるようにする。

７．�InSEAにおける日本の代表としての歴史を踏まえ、海外美術教育関係者及び団体との関係を強化

する。

　　・�本連合会員から次期InSEAアジア地区評議員を再度選出することができた。また、2017大邱世

界会議に向けて、実行委員会の連絡を密にした。同世界会議参加ツアーの企画は成立しなかっ

たが、８月現地での国際交流に勉め、その報告を充実させるようにする。
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平成 29 年度　事 業 予 定

平成29年
　４月23日（日）	 平成28年度第８回理事会・第７回運営委員会
	 　会場：聖心女子大学
	 第７回定時総会及び講演会　会場：聖心女子大学宮代ホール
	 　聖心女子大学学長挨拶
	 　講演：「新学習指導要領とこれからの図画工作科、美術科」
	 　　　　岡田京子文部科学省教科調査官
	 　　　　東良雅人文部科学省教科調査官
　５月	 事業局主催「造形・美術教育力養成講座〈第４期〉」準備会
　６月	 日本美術教育連合ニュースNo.150
　６月４日（日）	 平成29年度第１回理事会・運営委員会　会場：東京家政大学
　８月21日（月）	 造形・美術教育力養成講座〈第４期〉会場：聖心女子大学
　　～22日（火）
　８月27日（日）	 平成29年度第２回理事会・運営委員会及び論集編集委員会
	 　会場：東京家政大学
　９月	 日本美術教育連合ニュースNo.151
　10月15日（日）	 第51回日本美術教育研究発表会2017
	 　会場：東京家政大学
	 会計監査（前期）　北澤俊之監事、宮坂元裕監事
　11月19日（日）	 平成29年度第３回理事会・運営委員会及び論集編集委員会
	 　会場：東京家政大学
　12月10日（日）	 平成29年度第４回理事会・運営委員会及び論集編集委員会
	 　会場：東京家政大学
　12月	 第５期役員選挙

平成30年
　１月21日（日）	 平成29年度第５回理事会・運営委員会及び論集編集委員会
	 造形・美術教育フォーラム
	 　会場：未定
　２月	 日本美術教育連合ニュースNo.152
　３月11日（日）	 平成29年度第６回理事会・運営委員会　会場：東京家政大学
　３月31日（土）	 日本美術教育研究論集2018No.51発行
　４月７日（土）	 会計監査（後期）　北澤俊之監事、宮坂元裕監事
	 　会場：本郷事務所
　４月７日（土）	 平成29年度第７回理事会　総会議案審議
	 　会場：本郷事務所

　４月22日（日）	 第８回　定時総会及び講演会
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� 国際局長　大坪　圭輔

■InSEA Newsletter 2017年５月号

　InSEA（国際美術教育学会）会員には毎月Newsletterが配信され、各国の芸術教育の状況や研究大会、
イベントなどの情報が届きます。今回は５月号の主な記事を紹介します。
①UNESCO International Arts Education Week（ユネスコ国際芸術教育週間）
　InSEA（国際美術教育学会）は、ユネスコ創設期より公認団体として加盟しています。ユネスコは
年間を通して様々なキャンペーンを展開しますが、その中の一つに「国際芸術教育週間」があります。
2017年は５月22日～ 28日がその期間でした。
②研究大会等の開催
・7th World Arts Alliance for Education Conference	 http://engagingwithcommunities.org.nz/
　2017年11月22日～ 25日、ニュージーランド、オーランド大学
・The European regional InSEA Congress	 http://taide.aalto.fi/fi/research/insea/
　2018年６月18日～ 28日、フィンランド、フィンランド大学
③国際ユネスコNGOフォーラム
　リヤドで開催された「国際ユネスコNGOフォーラム」にInSEA代表が参加し、世界が直面する変革
の時期に、若い人々に芸術教育が果たす役割の重要性について提案しました。約70か国から400以上の
NGOと2100人以上のNGO代表が参加しています。
④第35回InSEA（国際美術教育学会）世界会議　2017　大邱大会
　2017年８月７日～ 11日、韓国、大邱Exhibition and Convention Center
　参加申込〆切：2017年７月30日	 http://www.insea2017.org/index.php

■『InSEAジャーナル』定期購読のお知らせ

　InSEA（国際美術教育学会）は下記のようなジャーナルを刊行しています。個人や図書館などでの
定期購読も可能ですので、ご検討ください。
誌名　international journal of education through art
特徴　・美術教育の実践、広がり、解釈のあり方を評価
　　　・60か国以上の300以上の大学で利用され、高く評価されている国際的研究資料
　　　・国際美術教育学会誌
　　　・�スコーパス（世界最大級の引用文献データベース）目録に掲載：Emerging Sources Citation 

Index（新しい注目分野の学術誌を収録する文献データベース）
刊行＆ISSN　年３回刊　ISSN1743-5234　オンライン版のISSN2040-090X
定期購読代金　図書館等施設（紙とオンライン）￡242/$387、（オンラインのみ）￡199/$317
　　　　　　　個人購読　　　　￡42/$77
注文先
Customers in the UK, EU or RoW, please contact: Turpin Distribution, Pegasus Drive, Stratton 
Business Park, Biggleswade, Bedfordshire, SG18 8TQ, UK
Tel: +44 (0) 1767 604951 | Fax: +44 (0) 1767 601640
　　E-mail: custserv@turpin-distribution.com | Web: http://ebiz.turpin-distribution.com/

国際局より
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� 事業局長　水島　尚喜

幼保・小・中・高・大学教員、学生、院生、美術館関係者、画塾経営者、連合会員の皆様へ
公益社団法人日本美術教育連合主催　造形・美術教育力養成講座の御案内

第３期２次目
【海外美術教育ワークショップ－明日の授業が変わる－】

−ご挨拶−
　「日本美術教育連合」は内閣府の承認を得た造形・美術教育にかかわる唯一の公益社団法人です。公
益事業として、連続講座を企画し、多くの方々から好評を博しています。今期は、「海外美術教育ワー
クショップ」をテーマとして、気鋭の講師陣が担当いたします。どうぞ、奮ってご参加ください。

（公益社団法人日本美術教育連合　理事長　大坪圭輔）
主旨：�子どもと造形表現をめぐって理解を深め、講義と演習を通して教育実践力を高める８回連続の

講座を行ないます。すべての講座を満了し、一定の規定を満たした参加者には、公益社団法人
日本美術教育連合からの「認定書」を授与します。

日　　　程：平成29年８月21日（月）、８月22日（火）の２日間（90分×８回）
参加方法等：�随時受付。参加ご希望の方は、以下サイトの参加申し込みフォームよりお申し込みくだ

さい。（日本美術教育連合ＨＰ掲載）尚、下記QRコードからのアクセスもできます。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScvcnXLafNuFsJzo_-aigrkNynIqX6_R8cVppO_
kK0Lrdpy4A/viewform

参　加　費：一講座1,500円当日払い（日本美術教育連合会員・学生・院生は、1,000円）
会　　　場：〒150-8938　東京都渋谷区広尾４－３－１　聖心女子大学２号館４階
　　　　　　　　　　　　  ワークショップルーム／造形室
　　　　　　交通アクセス参照：https://www.u-sacred-heart.ac.jp/access/

事業局より
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第51回　日本美術教育研究発表会　2017
【公益社団法人第７回　一次案内】

� 公益社団法人　日本美術教育連合理事・研究局長　山口　喜雄

　歴史的な1965年InSEA東京世界大会の精神を反映し、「国際理解と美術教育の前進」という趣旨で第１回日本
美術教育研究発表会を1966年に開催、今年は第51回で2012年公益社団法人化以後の第７回です。児童教育・造
形表現・服飾美術等の学科を擁し、造形表現や教員養成にも傾注している東京家政大学にて開催いたします。
　本発表会の特色は、美術教育の理論研究を軸に実践研究をも重視してきたことです。従前の口頭発表（発表
20分＋協議５分）の他に、①モジュール口頭発表（発表30分＋協議25分）３コマ、②研究ノート、③発表会改
善アンケート（今年度運営反省と次年度企画提案）、以上三つを継続実施いたします。
　これまでの研究発表者は、関東圏はじめ北海道・東北・近畿・四国・九州など各地の小・中・高・特支・短大・
大の教員、美術館学芸員・研究所員、行政職、画塾、院生・学生など、韓国・中国・メキシコの教員・留学生など様々
でした。熱意ある方々による美術教育に関する研究発表や参加をお待ちしています。

	 参　加　要　項

□開催日時：	 2017（平成29）年10月15日（日）　９時〜 17時30分（予定）
□会　　場：	 東京家政大学16号館　〒173-8602東京都板橋区加賀1-18-1
	� 経路は同大学HP（http://www.tokyo-kasei.ac.jp/about/access/tabid/99/index.php）を参照

下さい。
□参加費等：	 参加費は500円、『日本美術教育研究発表会2017概要集』をお渡しいたします。
	 事前申込みは不要、会員以外の方でも参加できます。
□主　　催：	 公益社団法人　日本美術教育連合
□後　　援：	 文部科学省（申請中）

	 研究発表申込WEB入力期限　８／20（日）23：59

□発表資格：	 共同発表者も含め、本会会員であること。入会には会員１名の推薦が必要です。
	� 新規入会希望者は、「研究発表〈口頭発表〉申込書」と共に、「入会申込書」を次のURL、

http://insea-in-japan.or.jp/から印刷し、記載されている事務局長宛てにお送りください。
	 身近に会員がいない場合は、下記の問合先に早めにご相談下さい。
	 入会時に、入会金3,000円および本年度会費6,000円の郵便振り込みが必要です。
□発表時間：	 〈通常口頭発表〉20分＋質疑応答５分　移動・準備５分〔発表者総数により変更有〕
	 〈モジュール発表：３組募集〉30分＋質疑応答25分　移動・準備５分〔役員会で選定〕
□発表区分：	 Ａ群・Ｂ群・Ｃ群の３区分があり、研究発表申込WEBサイトにどれかを明記して下さい。
	 　Ａ群：理論・実践研究論文（査読あり、投稿時に英文のサマリーが必要です）
	 　Ｂ群：実践研究報告等（査読あり、題目のみ英文表記）
	 　Ｃ群：研究ノート（査読あり、題目のみ英文表記）
□発表方式：	 申込時に希望機器を明記して下さい。
	 １）液晶プロジェクター（HD-D-Sub15ピン対応）、２）実物投影機、３）機器を使用しない
	 配布用のレジュメまたは資料等は、50 ～ 70部程度ご用意下さい。
□発表申込：	 申込WEBサイトへの入力期限厳守：2017年８月20日（日）23時59分
	 WEBサイト名「第51回　日本美術教育研究発表会2017研究発表申込」
	 ●�https://ssl.kokucheese.com/event/entry/466992/サイトを開き、必須項目「＊」を記入し

ます。
	 詳細は、別頁の「第51回　日本美術教育研究発表会2017　研究発表申込方法」を参照。
□概 要 文：	 【題目・所属・氏名・概要文600字】E-mail　送付先：要注意：「東京家政大学」と異なります。
	 研究局員のtachikawa@kasei-gakuin.ac.jp立川泰史［東京家政学院大学］宛
	 E-mailの送信後７日後以内に受付確認の返信がない場合は、念のため再度送信して下さい。
	 郵送による概要文の受付はできません。電話対応もできません。
	 E-mailの見出しに「●連合発表2017申込（発表代表者氏名）」とお書き下さい。

	 備考・問合先

□参照URL：	 http://insea-in-japan.or.jp/（新設：公益社団法人　日本美術教育連合HP）を参照。
□発表時程：	 ９月下旬発行の『連合ニュース151号』に掲載し、会員に送付する予定です。
□問 合 先：	 研究局長・山口喜雄　E-mail：nobuoya@cc.utsunomiya-u.ac.jp

研究局より
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第51号　日本美術教育研究論集　2018
【投稿および掲載要項】
研究論集編集委員会

	 投　稿　要　項

□投稿条件：	 第51回日本美術教育研究発表会の研究発表者は、『第51号研究論集2018』に投稿できます。
	 投稿論文の研究論集への掲載は、次の（１）〜（５）の条件を全て満たしたものに限ります。
	 （１）投稿原稿が、研究発表会における発表内容と基本的に同じ内容であること。
	 （２）投稿原稿が、研究論集の要項に適合していて、書式・分量等が守られていること。
	 （３）掲載料を期日（2017年11月８日）までに納入していること。
	 （４）作品の図版や写真・VIDEO映像等の著作物を利用する場合および写真等の肖像権は、

投稿者が必ず事前に著作権者・出版社・所有権者・本人もしくは保護者等の許諾を得
ること。

	 　　引用文献には、脚注または本文中に発行所・出版年・該当頁等の出典を明記すること。
	 （５）研究論集編集委員会において、投稿原稿の掲載が妥当と判断されること。

□論文査読：	� Ａ群（理論・実践研究論文）・Ｂ群（実践研究報告等）・Ｃ群（研究ノート）ともに複数の査
読委員が査読を行い、編集委員会での審議を経て投稿原稿掲載の可否を決定します。掲載が
決定した論文は、各主査がまとめて論評し、各論評を研究論集の〈論評の部〉に掲載します。

□原稿書式：	� Ａ群・Ｂ群・Ｃ群ともに、本文および図版（写真・表・図等）等、英文サマリー（Ａ群のみ）
を含め、下記の文字数を守って下さい。

	 １頁分は、Ａ４横組２段　23字×44行×２段＝2024字です。
	� 第１頁のみ第１行目から第６行目（２段取り）までに、題目（副題）・所属・氏名を記載し、

本文との間に２行（２段取り）のスペースを空け、本文は、10行目から書き始めます。なお、
題目の英語表記ならびに所属・氏名のローマ字表記もこれに含めます。

	 共通の項立て・見出しを用い、以下の番号と見出し語のみとします。
	 大項目１．２．３．［全角数字］…、中項目（１）（２）（３）…、小項目①②③…。

□掲載要項：	� Ａ群・Ｂ群・Ｃ群ともに原則として８頁（Ｃ群のみ６頁も可）とし、掲載料は一般（給与を
得ている内地留学生等を含む）15,000円、院生・学生8,000円です。

	 ２頁増ごとに6,000円を加算し、10頁では一般21,000円、院生・学生14,000円です。
	 増頁の上限は12頁で、一般27,000円、院生・学生20,000円です。
	 原稿は、①ワープロ等で印字し、②データを保存したCD-R等を合わせて提出すること。
	 CD-R等の未提出の場合は、一般・学生とも加工料込み30,000円です。
	 カラーページは１頁につき12,500円を加算します。
	� 抜き刷り（一律50部）は、８頁モノクロで7,000円です。２頁増ごとに2,000円を加算します。

（抜き刷りのカラーページは、１頁ごとに2,000円を加算します。）
	 掲載料は投函以前に納入し、送金の証明書（利用明細書のコピー等）を同封して下さい。
	 　　口座記号番号：００１７０－１－　　８６０３６（右寄せで記入）郵便振込です。
	 　　加入者名　　：公益社団法人日本美術教育連合
	 　　ご依頼人　　：（〒）おところ・おなまえ・電話番号・所属
	 　　通信欄　　　：例　掲載料15,000円（一般、８頁）＋増頁分6,000円（２頁増の場合）＝21,000円（計10頁）
	 　　　　　　　　　抜き刷りを希望の場合は、その旨明記し、必要な金額を加算してください。
	 ※�査読の結果、掲載に至らない場合は10,000円（院生・学生は5,000円）のみ返金となります。抜き刷り

の料金については、全額返金します。

	 〈投稿原稿〉11/ ８（水）必着

□投稿〆切：	 2017（平成29）年11月８日（水）必着。Ａ群・Ｂ群・Ｃ群とも、
	� ①正１部と副４部（コピー可）計５部、②原稿CD-R等、③投稿エントリーシート、④送金

証明書（エントリーシートに貼付）を提出して下さい。
	 投稿原稿は、完全原稿とし、締め切り期日以降の差し替え・変更は認めません。
	 ただし、研究論集編集委員会が修正を求めるときは、この限りではありません。
	 なお、発行日は2018（平成30）年３月31日を予定しています。

□ 送 付 先：	 〒173-8602　東京都板橋区加賀1-18-1
	 　　　　　  東京家政大学　家政学部　児童教育学科　　結城孝雄　宛

	 連絡・問合先

□詳細連絡：	 研究発表会当日に詳細を連絡します。口頭発表者は時程と場所を二次案内で確認して下さい。
□問 合 先：	 研究論集編集委員長　小林貴史：042-637-8111（代）　ktakashi@zokei.ac.jp（東京造形大学）
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第51回　日本美術教育研究発表会2017　研究発表申込方法
公益財団法人　日本美術教育連合研究局
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　本公益社団法人日本美術教育連合の名誉会員、高山正喜久先生が、去る平成29年２月

10日ご逝去されました。99歳でした。

　高山先生は、1918年に岡山県で生まれました。岡山県師範学校、東京高等師範学校、

東京文理科大学文学部、早稲田大学第二理工学部卒業。東京教育大学、筑波大学教授、

桑沢デザイン研究所所長。

　高山先生は、終世「発想」についてご研究されていました。その著書「立体構成の基礎」

（美術出版社）は、発想法に満ちており、今なお、デザインの基礎を学ぶ上で、貴重な内

容となっています。

　高山先生は、授業においても、発想・発想法を主題とされていました。

　私が受けた授業を思い起こしますと、「建築計画Ⅰ」では、「乞食の家」という課題が

出されました。ここでは、自由な主体をどう作り上げるか、ということが主たるねらい

であったように思います。私たちは、どうしても結果を先に求めがちですが、そのまえに、

自分自身が自由な主体であることがまず求められるということでしょう。「工芸科教育法」

では、　「デザイン論」の構築が求められ、とりわけ、「機能」について、高山先生は、四

つの機能（１物理的機能、２生理的機能、３心理的機能、４社会的機能）に分け、それ

を図示し、その形からそのものの「在り方」が、とらえられるようにしました。

　「発想・発想法」を自由な主体づくりとのかかわりで捉えたとき、高山先生の業績は、

今日なお私たちに重要な示唆を与えてくれています。ありがとうございました。ご冥福

をお祈りします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（榎原弘二郎）

  【 訃  報 】

 高山正喜久先生ご逝去

『日本美術教育研究論集』購読のご案内

　公立ならびに大学附属図書館等において『日本美術教育研究論集』を購
読されることは可能です。ご関係の図書館等で購読をご希望される際には、
事務局までご連絡ください。
　当年度発行の研究論集は、１部 4,000 円。その他バックナンバーは、2,000
円となっています。また、定期購読を希望される場合はその旨お知らせく
ださい。
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事務局便り
■平成28年度　ご寄附の御礼
　昨年度、会員及び賛助会員の皆様にご寄附のお願いをいたしましたところ、計30,000円もの多分なご
芳志を頂戴いたしました。この場をおかりして御礼申し上げます。

【ご芳名】（50音順／敬称略）　　�遠藤信也・林　耕史

■平成28年度　会員の異動（敬称略）
　　入会者
　　　伊澤　　学・池田　吏志・大貫真寿美・小田　恵子・金阿　彌勉・菅野　綾美
　　　北尾由紀子・齋上　康子・斎藤優美絵・佐々木敏幸・隅　　　敦・田中　圭一
　　　田中千賀子・照沼　晃子・藤原　秀博・細野　泰久・前沢　知子・松田麻衣子
　　　松本　有加・三浦　悦子・箕輪佳奈恵・茂木　克浩・森口　由美・守屋　　建
　　　八木　幸夫・矢澤　　聡

　　　退会者
　　　坂井　　旭・高久佳代子・竹澤美恵子・藤澤　英昭・ロザリオエスコバル

■平成28年度　郵送不在の方　住所変更がありましたら御一報ください。（敬称略）
　　　佐藤絵里子・勅使河原君江・中村　仁美・村瀬　千樫

■平成29年度（2017年度）会費納入のお願い

本年度会費納入のお願い
　　平成29年度会費　6,000円　を　納入してください。

（公社）日本美術教育連合　郵便振替００１７０−１−８６０３６
納入期限　2017（平成29）年８月25日（金）

　　＊同封の振り込み用紙をご利用ください。（手数料は恐れ入りますがご負担ください。）

　　＊�平成19年度より会費の納入をお願いしておりますが、会員の皆様からの納入状況は決してよく
ありません。皆様からの会費で本会は成り立っております。今一度、会員の意識にたち、ご協
力いただきますようお願い申し上げます。

　▲３年以上の会費未納の皆様へ

　　＊�平成26度から、過去３年以上、会費未納の方につきましては、今回ご入金いただけない場合、「除
名」という対応をとらざるを得ません。納入にご協力ください。

　　＊納入期限：平成29年８月25日（金）
　　　今回の納入のお願いと行き違いで納入済みの方には、失礼をお許しください。

■研究論集　図書館定期購読のお願い
　　＊�私たちの貴重な財産であります研究論集を大学図書館等で購入していただけますよう会員の皆

様からのご支援をよろしくお願いいたします。いくつかの大学図書館様に定期購入していただ
いています。本法人の安定した財政運営にもつながりますので、会員皆様のご協力よろしくお
願い申し上げます。

■お問い合わせ先：事務局　東京家政大学　家政学部　児童教育学科　第７研究室
　　　　　　　　　公益社団法人　日本美術教育連合　事務局長　結城　孝雄　迄

　　　　　　　　　〒173-8602　東京都板橋区加賀1-18-1　東京家政大学
　　　　　　　　　TEL+FAX　03-3961-5594（研究直通）
　　　　　　　　　E-mail　　takaoyuiki@icloud.com
　　　　　　　　　【郵便振替】（公社）日本美術教育連合　口座番号　００１７０－１－８６０３６
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